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588m2．保育室4 ･遊戯室．会議室．職員室

などがあI)敷地面積は、 5,235m1．建設工事

昔は、 6,030万円です。

▽園児も4月から小学一年生。今年市内の新

入学児は、男児289名、女児316名の計605

名で、昨年の580名に比べ15名多くなってい

ます。

▽新しく完成した市立秋山幼椛|鴬'て､の一コ

マです。秋山幼稚園は、 さる48年4月に秋山

小学校の一部校舎を借りて開設し、 7年か過

ぎ、今年から新しい園舎になりました。建

てられたのは、秋山中学校の南側で園庭も広

く 、環境のよい場所となっています。

▽|司舎は、鉄骨造り平屋建てで総建て面犢は
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テレホンサービス「市政案内」は(3) 1 151 . 1 152です。
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文化と健康のまちづくり

<りから伸長発展のまちへ
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意
を
用
い
ま
し
提

「
教
育
の
充
実
」
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
い
て
、
教
育
施
設
の
悠
備
と
心
の

通
っ
た
教
育
を
進
め
る
た
め
、
教
育
内

容
の
充
実
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

特
に
本
年
度
は
、
危
険
校
舎
の
解
消

を
因
る
た
め
に
秋
山
小
学
校
の
増
改
築
を

二
年
継
続
事
業
で
着
手
す
る
と
と
も
に
、

小
・
中
学
校
の
教
材
備
品
の
充
実
に
も

ま
た
、
給
食
セ
ン
タ
ー
は
発
足
二
年

目
を
迎
え
、
さ
ら
に
運
営
の
円
滑
化
と

充
実
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

幼
児
教
育
に
つ
い
て
は
、
幼
児
の
も

つ
可
能
性
を
で
き
る
だ
け
伸
ば
し
な
力

ら
、
活
発
な
橘
動
が
で
き
る
よ
う
環
境

づ
く
り
に
努
め
る
と
と
も
に
、
秋
山
幼

緋
間
に
一
学
級
を
恥
殺
し
て
教
育
内
容

の
充
実
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

社
会
教
育
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
価

値
観
の
多
様
化
と
余
暇
の
増
大
に
伴
い

学
習
や
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
等
に
対
す
る

関
心
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
中
で
、

公
民
館
括
動
の
充
篭
》
ゞ
壺
化
会
館
を
中

氏

教
育
切
売
実

心
と
し
た
芸
術
文
化
の
維
進
を
図
り

市
民
の
文
化
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る

と
と
も
に
、
巾
民
体
育
館
は
じ
め
洲
施

設
を
活
用
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
等
に
お
い
て
も
砿
極
的
な

参
加
の
気
運
を
高
め
、
市
民
の
健
康
な

身
体
と
心
を
つ
く
る
こ
と
に
努
め
て
参

り
ま
す
。

文
化
財
保
護
に
つ
い
て
は
、
歴
史
的
、

社
会
的
に
重
要
な
文
化
財
に
つ
い
て
は
、

市
民
の
貴
重
な
文
化
遺
産
と
し
て
、
適

切
な
保
存
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

さ
き
に
三
年
余
の
年
月
を
か
け
て
、

「
高
萩
の
昔
話
と
伝
説

一
が
好
評
の
う

ち
に
出
版
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
後
各
方

面
で
の
活
用
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
昨
年
十
二
月
に
巾
の
文
化
財
に

指
定
し
た
穂
積
家
住
宅
に
つ
い
て
は

萱
屋
根
特
有
の
川
附
を
大
切
に
し
な
か

ら
屋
根
の
修
復
を
行
い
、
伝
統
的
建
造

物
と
し
て
保
存
し
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
昭
和
八
十
七
年
度
市
立
剛
書

館
の
建
設
に
州
え
て
、
仙
当
職
員
を
養

成
す
る
と
と
も
に
、
設
計
委
託
料
の
計

上
、
蔵
書
の
充
実
を
図
る
等
準
伽
体
制

を
進
め
て
参
り
ま
す
。

市
内
に
働
く
青
少
年
の
学
習
・
交
流

の
場
と
し
て
の
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
を

’ ’を
あ
き
ら
か
に
し
ま
し
た
ゞ

れ
ま
し
だ

三
月
十
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
の
十
四
日
間
に
わ
た
っ
て
開
か

昭
和
五
‐
エ
ハ
年
第

要
旨
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

そ
の
冒
頭
で
鈴
木
市
長
は
、
昭
和
五
十
六
年
度
の
施
政
方
針

回
／一､、

設
慨
し
て
以
来
、
年
々
利
用
者
が
助
え

て
い
る
こ
と
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り

さ
ら
に
自
主
的
な
柄
動
を
助
長
し
な
が

ら
、
健
全
な
青
少
年
の
育
成
に
努
め
て

参
り
ま
す
。

福
祉
を
支
え
る
も
の
は
、
市
民
ひ
と

り
ひ
と
り
の
心
に
あ
る
と
い
う
基
本
理

念
に
た
っ
て
、
施
策
の
運
営
に
あ
た
っ

て
参
り
ま
し
た
が
、
本
年
は
特
に
、
国

際
障
害
者
年
を
迎
え
て
「
完
全
参
加
と

平
等
」
を
目
指
し
、
障
害
を
持
つ
人
々

が
社
会
の
一
員
と
し
て
、
各
分
野
に
お

い
て
積
極
的
に
涌
勤
で
き
る
よ
う
、
国

際
的
な
迎
帯
の
中
で
取
り
組
む
意
義
深

い
年
で
あ
り
ま
す
の
で
、
ひ
ろ
く
市
民

に
呼
び
か
け
て
記
念
大
会
を
樅
し
、
理

解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
冊
祉
作
業
所

の
開
批
、
心
身
障
害
者
の
通
院
・
地
所

に
対
す
る
衡
用
の
助
成
、
そ
の
他
関
係

剛
体
が
行
う
事
業
の
積
極
的
な
推
進
を

擬
肋
し
て
、
社
会
参
加
の
気
運
を
高
め

て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
法
令
用
語
の
見
直
し
等
、
従

来
に
も
軸
Ⅷ
〉
き
め
の
細
か
い
配
盧
を

月
）
定
例
市
議
会
が
、
さ
る

握
祉
釦
向
吐 ’

も
っ
て
障
害
者
年
を
意
義
あ
ら
し
め
る

施
策
等
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
参
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。

一
方
、
高
齢
化
社
会
の
進
行
に
伴
い
、

今
日
の
社
会
の
発
展
に
寄
与
し
て
来
た

老
人
が
生
き
が
い
の
あ
る
日
々
が
送
れ

る
よ
う
と
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
助
長
を
図

る
と
と
も
に
、
老
人
い
こ
い
の
家
等
施

設
の
運
営
の
充
実
を
図
り
、
ま
た
前
年

に
引
き
続
き
、
独
居
と
人
に
対
し
、
愛

の
定
期
便
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

公
害
対
策
事
業
に
つ
い
て
は
、
公
共

用
水
域
調
査
を
は
じ
め
各
種
調
査
を
実

施
し
、
公
害
の
未
然
防
止
に
努
め
て
参

り
ま
す
。

ま
た
市
民
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会

の
活
発
な
活
動
を
促
進
し
、
意
識
の
高

揚
を
は
か
る
と
と
も
に
、
健
康
に
つ
い

て
の
相
談
業
務
に
つ
い
て
も
更
に
内
容

を
充
実
し
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
を
積

極
的
に
推
進
し
て
参
り
ま
す
。
ま
た
各

種
住
民
検
診
、
予
防
接
種
等
に
つ
い
て

実
施
し
て
参
り
ま
す
。
ま
た
健
康
は
単

に
体
の
問
題
ば
か
り
で
な
く
「
心
の
健

康
」
も
、
よ
り
大
切
で
あ
る
と
い
う
観

点
か
ら
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ

シ
ョ
ン
活
動
と
の
結
び
つ
き
に
つ

い
て
も
十
分
意
を
用
い
て
参
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、

制
腿
に
対
し
て
被
保
険
者
の
理
解
と
協

力
を
得
る
た
め
の
広
報
涌
動
、
医
療
費

動
向
の
分
析
等
を
行
な
い
効
率
的
な
運

営
を
図
る
と
と
も
に
、
一
般
会
計
よ
り

繰
出
し
を
行
な
い
国
保
財
政
の
健
全
な

る
運
営
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

(2



幸昭和56年4月5 日市 報たかはぎ第253号 坐
《
ゞ
》
逹
活
環
境
ゆ
整
備

社
会
情
勢
の
変
化
と
生
活
水
準
の
向

上
に
伴
い
、
常
に
安
全
で
快
適
な
生
活

が
営
む
こ
と
の
で
き
る
生
活
施
設
の
整

備
を
図
る
た
め
に
各
種
事
業
を
推
進
し

て
参
り
ま
す
。

ま
ず
、
都
市
施
設
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
都
市
基
盤
の
根
幹
を
な
す
公
止
下

水
道
事
業
に
着
手
し
て
三
年
目
を
迎
え
、

業
務
量
も
増
大
し
て
い
る
中
で
、
地
方

目
洽
法
第
二
百
九
条
の
規
定
に
蛙
づ
き
、

特
別
会
計
を
も
っ
て
処
理
に
あ
た
り
ま

す
。
ま
た
都
市
下
水
路
の
幣
術
、
都
市

計
画
街
路
事
業
、
土
地
区
面
蜷
理
事
業

児
童
公
園
開
設
事
業
等
を
引
き
続
き
実

施
い
た
し
て
参
り
ま
す
。
さ
ら
に
用
途

地
域
指
定
の
見
直
し
の
時
期
に
き
て
い

る
の
で
基
礎
調
査
を
行
い
、
ま
た
、
郁

市
計
画
図
の
作
成
を
い
た
し
ま
す
。

3月10日から23日まで開かれた3月定例市議会

道
路
整
備
に
つ
い
子
）
主
要
道
路

の
改
良
と
舗
装
を
進
め
る
と
と
も
に

広
域
的
関
連
性
を
も
っ
た
主
要
路
線
に

つ
い
て
の
県
道
昇
格
に
つ
い
て
も
積
極

的
に
要
請
し
て
参
り
ま
す
。
ま
た
常
磐

日
勤
車
道
に
つ
い
て
は
、
設
計
協
議
の

時
期
を
迎
え
て
地
域
の
実
情
と
市
計
画

と
の
斉
合
性
を
重
視
し
て
、
十
分
な
対

応
を
心
が
け
て
建
設
の
促
進
を
図
っ
て

参
り
ま
す
。

住
宅
に
つ
い
て
は
、
市
民
お
よ
び
岻

人
希
望
者
の
住
宅
需
要
は
燗
大
し
て
い

る
中
で
、
市
営
住
宅
の
建
替
増
築
を
引

き
つ
づ
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、
民
間

資
本
に
よ
る
健
全
な
宅
地
開
発
事
業
の

促
進
を
図
っ
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
河
川
改
修
・
怖
梁
架
替
事

業
等
も
進
め
て
参
り
ま
す
。

交
通
安
全
対
莱
に
つ
い
て
は
、
く
ら

し
の
巾
の
交
迦
安
全
の
定
着
化
を
図
り
、

巾
乢
総
ぐ
る
み
で
交
通
安
全
連
動
を
推

進
し
、
市
此
の
交
通
安
全
思
想
の
普
及

と
意
微
の
高
揚
を
側
り
な
が
ら
、
事
故

防
止
の
た
め
の
施
設
の
盤
術
を
進
め
て

参
り
ま
す
。

市
役
所
庁
舎
に
つ
い
て
は
、
す
で
に

狭
塩
化
し
、
業
務
に
も
支
障
を
き
た
し

て
い
る
た
め
、
そ
の
対
漿
を
庁
舎
建
設

委
貝
会
を
設
け
て
検
討
し
た
結
果
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
行
政
事
務
の
能

率
化
を
図
る
た
め
庁
舎
の
増
築
を
実
施

い
た
し
ま
す
。
ま
た
市
の
中
心
部
に
お

い
て
広
く
市
民
が
利
用
で
き
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
備
え
た
複

合
集
会
施
設
を
建
設
し
て
参
り
ま
す
。

非
常
備
消
防
に
つ
い
て
は
分
団
詰
所

農
業
部
門
に
お
い
て
は
、
水
田
利
用

再
洲
対
莱
も
四
年
目
を
迎
え
、
農
家
の

協
力
に
よ
り
目
標
曲
禎
を
上
回
る
成
果

を
あ
げ
て
お
り
ま
す
が
、
昭
和
八
十
六

年
度
か
ら
五
十
八
年
度
ま
で
の
三
か
年

を
第
二
期
対
紫
と
し
て
、
本
市
の
配
分

血
積
は
、
百
四
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
り
、

全
体
水
田
面
積
の
二
十
二
・
五
パ
ー
セ

ン
ト
に
当
た
る
厳
し
い
も
の
で
あ
り
ま

す
が
、
五
十
六
年
度
は
昨
年
度
の
冷
害

に
よ
る
特
別
措
置
と
し
て
昨
年
度
と
同

じ
百
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

こ
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
水
田
利
用

再
編
対
策
推
進
協
議
会
の
議
を
経
て
実

の
建
設
と
消
火
栓
及
び
防
火
貯
水
槽
の

設
置
を
行
い
ま
す
。

広
域
行
政
に
つ
い
て
は
、
高
萩
市
・

十
王
町
事
務
組
合
及
び
高
萩
・
北
茨
城

と
畜
場
組
合
の
業
務
が
円
滑
に
運
営
が

行
な
わ
れ
る
よ
う
必
要
な
経
費
を
負
扣

し
て
参
り
ま
す
。

水
道
事
業
・
工
業
用
水
道
事
業
に
つ

い
て
は
、
料
金
改
正
後
二
か
年
を
経
過

し
、
着
実
な
経
営
期
を
迎
え
る
こ
と
か

で
き
ま
し
た
が
、
両
事
業
と
も
収
益
面

で
の
業
績
は
、
過
去
の
よ
う
な
高
成
長

を
期
待
す
る
こ
と
は
困
靴
で
あ
り
ま
す

の
で
、
本
年
は
、
現
有
施
設
の
保
守
点

検
、
開
経
費
の
節
減
等
事
業
の
効
率
的

迎
営
に
主
力
を
注
い
で
経
営
体
質
の
健

全
化
を
進
め
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

産
業
ゆ
振
興

施
方
針
を
一
）
、
地
域
農
業
生
産
の
再

編
を
図
る
う
え
か
ら
基
盤
整
備
事
業
の

推
進
等
、
睦
作
条
件
の
整
備
に
努
め
、

こ
の
機
会
を
通
じ
て
「
禍
を
福
と
な
す
」

積
極
的
な
取
り
組
み
で
関
係
諸
団
体
と

の
緊
密
な
連
携
の
も
と
に
農
業
経
営
体

質
の
改
善
と
強
化
を
図
っ
て
参
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。

地
区
再
編
農
業
構
造
改
善
事
業
は
、

三
年
目
を
迎
え
島
名
地
区
集
落
間
農
道

の
建
設
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。
ま
た

新
た
に
、
ほ
場
煙
備
を
計
画
し
て
、
そ

の
調
炎
を
進
め
る
と
と
も
に
、
松
岡
地

区
農
免
道
路
を
は
じ
め
農
道
水
路
等
の

改
修
等
を
引
き
続
き
実
施
し
て
参
り
ま

す
。

な
お
、
県
北
東
部
広
域
農
道
盤
備
事

業
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
が
、
広
大
な

山
間
地
域
を
擁
す
る
本
巾
と
県
北
各

地
と
の
南
北
連
絡
路
線
と
し
て
は
、
画

期
的
な
意
義
を
も
つ
道
路
と
し
て
、
事
業

の
械
極
的
促
進
に
あ
た
っ
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
第
二
期
山
村
振
興
事
業
も
最

終
年
度
に
あ
た
り
多
目
的
集
会
施
設
を

建
設
い
た
し
ま
す
。

林
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
新
林
業

構
造
改
善
事
業
に
取
り
組
む
べ
く
調
査

を
実
施
し
、
ま
た
引
き
続
き
林
道
開
設

事
業
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

地
籍
調
査
に
つ
い
て
は
、
現
在
公
図

の
な
い
上
手
綱
地
区
を
調
査
対
象
に
し

実
施
い
た
し
ま
す
。

商
工
行
政
に
つ
い
て
は
、
商
業
の
近

代
化
を
め
ざ
し
て
商
工
業
者
の
活
発
な

意
欲
を
さ
ら
に
助
長
す
る
た
め
に
、
商

工
会
運
営
の
助
成
と
商
店
街
の
環
境
整

傭
等
地
域
活
動
を
援
助
す
る
と
と
も
に
、

産
業
祭
等
を
通
じ
て
市
民
が
地
場
産
業

に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
地
元
産
品
の

消
費
の
拡
大
に
も
寄
与
し
て
参
り
ま
す
。

企
業
の
誘
致
に
つ
い
て
は
、
高
萩
イ

ン
タ
ー
チ
丁
一
ン
ジ
発
表
以
来
、
手
綱
工

業
団
地
へ
の
進
出
の
気
運
が
高
ま
っ
て

い
る
中
で
、
積
極
的
に
関
係
機
関
に
働

き
か
け
て
誘
致
の
促
進
に
あ
た
っ
て
参

り
ま
す
。

さ
ら
に
手
綱
Ｂ
工
業
団
地
の
早
期
完

成
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
中
郷
地
区

の
開
発
と
の
関
連
も
十
分
考
慮
し
な
が

ら
、
高
萩
の
お
か
れ
た
立
地
条
件
を
効

果
的
に
活
用
し
て
農
業
、
商
業
、
工
業

が
共
存
で
き
る
調
和
の
と
れ
た
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

一
市
民
参
加
の
市
政
を
一

以
上
施
政
の
基
本
的
な
方
向
と
内
容

を
申
し
述
べ
ま
し
た
が
、
厳
し
い
淵
情

勢
の
下
で
こ
の
施
策
を
実
現
し
て
行
く

た
め
に
は
、
多
く
の
幽
難
が
予
想
さ
れ

ま
す
が
、
過
去
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な

苦
難
を
経
て
築
き
あ
げ
て
き
た
基
盤
の

上
に
新
し
い
発
腱
の
レ
ー
ル
が
敷
か
れ

つ
つ
あ
る
こ
の
大
切
な
時
に
あ
た
り
、

市
民
ひ
と
り
ひ
と
り
が
市
政
に
対
す
る

深
い
理
解
と
積
極
的
な
協
力
の
も
と
に
、

よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
と

い
う
意
識
の
上
に
立
っ
て
、
市
政
に
参

加
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
と
と
も
に

執
行
体
制
の
強
化
と
責
任
体
制
の
確
立

を
図
り
な
が
ら
決
意
を
新
た
に
し
て
新

年
度
に
前
進
し
て
参
る
決
意
で
ご
ざ
い

ま
す
。

(3)
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8， 192万4 ， 000円

医療禍祉半業

2億3， 693ノJ5 , 000円

児童fM祉対漿事業

2億6 ， 988万2 ， 0001 '］
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后］ 56年度

ﾛ■■■55年度
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一般会計予算

歳 出

（使われるお金）
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(4）



56年度の
. 邑 , ‘ - . .. ‘--.....- 邑 , ‘ -.乳：Z

高萩市の56年度の予算力菩きまりました。
新年度の予算料ni成にあたっては、財政

再建を基調とする国、県の予算および地

方財政計画の制約の中で、健全な財政運

営を基本に極力財源の確保に努め、市民

の生活の安定と、福祉のlfIj上のために諸

施策を厳しく選択したうえで、重点的な

配分を図って予算の編成をいたしました。

.･･巴

謡 い
い
’
０
０
口
金
■
手
口
。
。
□
ロ
．

酬
韻
や
謡
覗
・
岬
訳
録
。
蜘
酬
ロ
申

（ ）内は構成
7,789万4千円(1 .3％） 比て．す
4,890万2千円(0.8％）
1 ,444万8千円(0.2％）
420万9千円(0. 1％）
6万1千円（ 一 ）

予算の伸び総額6．0%

一般会計は3．9％

地方譲与税

自動車取得税交付金
娯楽施設利用税交付金
交通安全対策特別交付金

寄附金ほか

とくに、歳入の頂|で､は、市税を20億

6，149万1千円、前年対比19．1ノf－セン

トの伸びと最大限に見込み、極力市債の

依存を抑制いたしました。

また、歳出面では、質的な内容の充実

に意を用いな力筈ら、財源の重点的かつ効

率的な配分を行い、経常経費を極力抑制
し、投査的経費に振'） I '''｣けました。

その結果、一般会計歳入歳出予算は、

60億1 ，300万円で｡、前年対比3．9′写 セ

ントの伸び､となっています。

今年の予算の主な事業をあげ．てみまし

た。

＝

＝

＝

＝

般
会
計
予
算
は
帥
億
１
，
３
０
０
万
円

ー

二

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

会計別の予算額 (単位千円）

今
二

十
ｌ

言
ロ

凡
又Ｉ

ム
ェ

ー 一般
会

淳
T

別
一
計 計

予算帥 伸

特国民健康保険事業

幽霊'素’ 事業
＝

計公共下水道事業

堂水道事業
Z塁

許 工業用水道事業
合 計

3．9％6，013，000

％
％
増

暁
晄
一
吻

７
２

７３

２
９
６

３

１

△
皆
△

０
９
４
７
３
３

門
”
調
粥
弱

％

６
２
７
８
２
９

１

８
５
１

８

０
２
３
１
７

１

７

2億882万円(3.5％）
8,485万9千円( 1 .496）
8,000万円 （1 3％）
6,000万円 （1.0％）
4’859万4千円(08％）
1 ,067万4千円(0.296）

諸収入．

使用料及び手数料
繰入金

繰越金
分担金及び負担金
財産収入

一般会計予算

歳 入

（市に入るお金）

一
Ｉ
訓

過去10年間の一般会計と

市税収入の当初予算推移

ダ
I ":i市民税:::：
8億9,972万4千口

鍵蕊鍵蕊舗
:｡:.:.:．: （43．6銘） :目:::

|ー
市民｜人が

５
０

６
６ 負担するお金

63,313円

市
税
加
億
６
，
１
４
９
万
１
千
円
、

罰

】

市民｜人に

使われるお金

’84,674円

40

’
ち
わ

' 20

1億2,880万5二円(6.3％）

1億6,924万1千円(8.2％）

'億1 ,171万9千円(5.4％）

2,631万円(1.3%)０
１

１

禽 市民ひとりが負担するお金と使われるお金は市税と一般会計の

歳出を人□32,560人（3月1日現在）て除したものてす・

(5)

通
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一般会計予算
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ー

＃
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〃
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》
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一
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1．
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10

函
一

■
一

固定資産油

7億2,569万2千円

(35．2兜）

たばこ消費税

電 気 税

都市計画税

そ の 他



ロ
万３５認

労
働
基
準
法
で
は
、
社
会
経
済
情
勢
か
ら
し
て
、
全
産
業
一

ぎ
「
使
用
者
は
、
休
憩
時
間
を
除
き
、
律
に
八
時
間
労
仙
制
を
適
用
す
る
こ
と

ま洲
一
日
八
時
間
を
超
え
て
労
働
さ
せ
て
は
が
困
難
と
思
わ
れ
る
な
ど
「
例
外
」
を

た
な
ら
な
い
」
（
三
十
二
条
）
と
八
時
間
設
け
る
必
要
の
あ
る
業
柿
、
た
と
え
ば

癖
労
働
制
の
原
則
を
定
め
て
い
ま
す
。
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
に
つ
い
て
は
、
九

日
つ
ま
り
、
一
日
八
時
間
を
超
え
て
労
時
間
労
働
制
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

５月
働
さ
せ
る
場
合
に
は
、
労
働
時
間
の
時
こ
れ
が
、
労
働
時
間
の
「
特
例
」
と

錘
間
外
協
定
（
三
十
六
条
’
三
六
協
定
）
・
い
わ
れ
る
も
の
で
す
。

弱
の
締
結
や
割
増
賃
金
の
支
払
い
義
務
が
こ
の
「
特
例
」
規
定
が
四
Ｈ
一
日
か

日群
生
じ
ま
す
。
ら
削
除
さ
れ
、
「
特
例
」
が
廃
止
さ
れ

Ⅱ
’
し
か
し
、
こ
の
規
定
に
は
「
特
例
」
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

詩
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
「
特
例
」
は
商
業
・
サ
ー
ビ

労
働
基
準
法
は
昭
和
二
十
二
年
に
制
ス
業
を
中
心
と
し
た
中
小
零
細
企
業
（
全

定
さ
れ
ま
し
た
が
、
当
時
の
荒
廃
し
た
国
百
六
十
万
事
業
所
・
九
百
六
十
万
人
）

＊

灘§鰯
鴬

鶴鰯｢特例」廃止の主な背景

●労働時間の「特例」は、例外

とし/て設けられた制度で、社会経
止
考
会
特

音の発展に伴い、星本的には廃止

商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
も

八
時
間
労
働
制
に

されるべき'ﾄ生格のものであると

えられること。

●昭和46年、労働呈準法研努 ト
四
月
か
ら
段
階
的
に
実
施

(労働大臣の私的諮問機関)は「

例」関係規則の検討を提言して

ること。

●現在｢特例｣業種のうち､ B 。可

間労|到制を採用している事業所か

封本の約8割|こものぼっていること。

次
増
過
重

３
が
て
が

第
人
じ
と

ど
く
応
こ

な
園
に
る

業
で
ど
す

ス
野
な
保

ビ
分
態
確

る
形
を

サ
れ
用
件

・
わ
雇
条

業
い
の
倒

商
と
そ
労

●
業
、
な

産
え
正

Ｉ
一要になり、そのために、まず、 労

倒時間制度についても他の産業と

同じ法制にする必要があると考え

られるようになったこと。
〈、〆、〆一一戸〈、〃兇〉ヴ」〆ＬＦ

労
働
時
間
の
「
特
例
Ｌ
が
廃
止
さ
れ

ま
す
と
、
す
べ
て
の
産
業
に
八
時
間
労

動
制
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
”

す
な
わ
ち
、
仙
用
者
は
商
業
・
サ
ー
ビ

ス
業
で
も
休
憩
時
間
を
除
い
て
一
日
八

時
間
を
超
え
て
働
か
せ
て
は
な
ら
な
く

な
り
ま
す
。

も
し
、
｜
日
八
時
間
を
超
え
て
働
い

て
も
ら
う
必
要
か
あ
る
場
合
は
、
時
間

外
労
働
の
協
定
を
結
び
、
割
増
貸
金
を

支
払
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

で
す
か
ら
、
こ
れ
ま
で
「
特
例
」
に

よ
っ
て
九
時
間
労
働
を
定
め
て
い
た
商

店
、
食
堂
、
旅
館
、
理
・
美
容
業
な
ど

の
事
業
場
で
は
、
就
業
規
則
や
時
間
外

協
定
を
改
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
「
特
例
」
廃
止
に
よ
る
新

し
い
制
度
に
経
営
お
よ
び
組
織
を
う
ま

く
適
合
さ
せ
る
た
め
に
は
、
営
業
時
間

の
見
直
し
や
人
員
配
置
の
合
理
化
、
交

の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
て
お
り
、
一
律

全
国
的
に
廃
止
す
る
と
影
響
が
大
き
い

た
め
、
昭
和
六
十
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
に
段
階
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

廃
止
後
は
「
す
べ
て
の
業
種
の
労
働

者
に
八
時
間
労
働
制
」
が
適
用
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

〔
特
例
廃
止
の
時
期
〕

i
I

司
特
例
」
が
廃
止
さ
れ
た
ら

特
例
廃
止
」
に
つ
い
て
の
く
わ
し

い
内
容
に
つ
い
て
は
、
日
立
労
働
基
准

監
督
署
（
冠
○
二
九
Ⅲ
（
二
二
）
五
一

八
七
）
宵
ぃ
ム
ロ
わ
せ
く
だ
さ
い
。

代
勤
務
制
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
見
直
し

が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

実
施
に
当
た
っ
て
は
、
労
使
間
の
十

分
な
話
し
合
い
に
よ
る
円
滑
な
移
行
が

望
ま
れ
ま
す
。

商
業
（
測
人
未
満
の
卸
・
小
売
業
）
、

理
・
美
容
業
、
病
院
・
社
会
福
祉
施

設
、
興
行
業
（
映
画
製
作
を
除
く
）
、

飲
食
店
、
旅
館
・
ホ
テ
ル
、
娯
楽
業
に

つ
い
て
の
「
特
例
」
は
、
次
の
よ
う
な

事
業
場
規
棋
区
分
に
応
じ
て
廃
止
さ
れ

ま
す
。①

労
働
者
数
が
五
十
一
人
以
上
の
事

業
Ｉ
昭
和
五
十
六
年
四
月
一
日
か
ら

●
●
●
●
判
●
●

1日8時間を超える

労働には割増壹金

下
の
事
業
ｌ
昭
和
五
十
八
年
四
月
巳

か
ら③

労
働
者
数
が
一
人
以
上
九
人
以
下

の
事
業
Ｉ
昭
和
六
十
年
四
月
日
か
ら

な
お
③
に
つ
い
て
は
、
廃
止
の
時
期

に
つ
い
て
昭
和
六
十
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
に
、
中
央
労
働
基
準
審
議
会
で
再

検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

②
労
働
者
数
が
十
人
以
上
五
十
人
以

労働保険年度更新の申告と

労災保険法改正の説明会へどうぞ
○日立労働基準監督署では、労|動保険の保険料の申告の手続き

と、労災保険法改正による説':ﾘl会を次の日ど!) -で開きます。

保険料なとゞの申告手続きは5月15日までです。

申告と説明会

と き ： 4月16日(木)午後1時から4時まで

ところ：高萩市中央公民館

(6)
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騨轤 霧
‐

二｜
今
月
は
、
医
療
費
と
保
険
税
に
つ

一
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
か
病
気
や
け
か
を
し
て

一
治
療
を
受
け
た
と
き
、
窓
口
で
支
払

つ
た
お
金
だ
け
が
医
療
費
だ
と
思
っ

て
い
る
人
が
多
い
の
で
す
が
、
こ
れ

一
は
ま
ち
が
い
で
、
実
は
そ
の
何
倍
も

の
お
金
を
健
康
保
険
が
支
払
っ
て
い

ま
す
。
医
療
費
を
支
払
う
割
合
は
、

図
１
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
で
お
わ
か
り
の
よ
う
に
、
み

医
療
費
が
ふ
え
れ
ば

轆錘認審琵 霧蕊，

承…
一
三
》

一
》
』
‐

蕊
一

玲

罰 警蕊灘蕊#蕊蕊篭麓鐘蜜瀦“

保
険
診
療
は
正
し
く

国
保
税
も
ふ
え
る

…

有
効
に
受
け
ま
し
ょ
う

健
康
保
険
に
は
、
政
府
つ
ま
り
社
会

保
険
庁
が
経
営
主
体
（
保
険
者
）
と
な

っ
て
迎
営
す
る
「
政
府
管
掌
健
康
保
険
」

と
、
事
業
所
な
ど
の
健
康
保
険
組
合
が

独
自
に
行
う
も
の
と
、
二
種
類
あ
り
ま

す
。

と
こ
ろ
で
、
政
府
管
掌
健
康
保
険
の

加
入
者
は
、
昭
和
五
十
四
年
度
で
、
被

保
険
者
（
本
人
）
・
被
扶
養
者
（
家
族
）

合
わ
せ
て
、
全
国
で
約
三
千
万
人
お
り

ま
す
が
、
現
在
、
一
月
当
た
り
、
加
入

Iな
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
保
険

税
は
、
み
な
さ
ん
の
医
療
費
に
あ
て

群
凝

又

I

』
医療費

(10割）

紬
鋤

ー

その③

者
の
二
人
に
一
人
が
健
康
保
険
に
よ
る

診
療
を
受
け
て
い
ま
す
。

加
入
者
が
通
院
や
入
院
に
よ
っ
て
治

療
や
検
査
を
受
け
る
と
、
そ
の
費
用
の

大
半
は
保
険
料
で
ま
か
な
‐
わ
れ
ま
す
。

保
険
料
は
毎
月
の
給
与
に
基
づ
い
て
、

被
保
険
者
と
事
業
主
が
半
分
ず
つ
支

払
っ
て
い
る
こ
と
は
ご
存
じ
の
通
り
で

す
。

こ
の
貴
亜
な
保
険
料
を
有
効
に
生
か

す
た
め
に
も
、
保
険
診
療
を
正
し
く
受

け
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

保
険
診
療
を
受
け
る
に
当
た
っ
て

は
、
次
の
点
を
心
得
て
お
き
ま
し
ょ

円
叩
帥
印
犯
釦

千
１ば

国
保
税
も
ふ
え
る
わ
け
で
す
。

図
２
は
、
五
年
間
の
一
人
あ
た
り

の
医
療
費
と
国
保
税
の
伸
び
を
あ
ム

☆
診
療
を
受
け
る
と
き
は
、
必
ず
保

険
証
を
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

☆
仕
事
中
に
起
き
た
事
故
に
よ
る
ヶ

図2 ら
れ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
医
療
費
か
ふ
え
れ

医療費

保険税

口
函 93‘394

81 ，137 一

，)っ ハ医勺25，8卯

1
1

’
可八戸ワヲ

／U』C／／

61 ，92

1
19，919

個

I
i2‘012

1
13，527 ］8，06

1目 §

’

I 50日
r 』

0451 52 う3

わ
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
五
年
前
と
比
べ
る
と

医
療
費
が
一
・
八
倍
、
国
保
税
で
一

・
九
倍
と
な
り
、
こ
こ
数
年
間
の
伸

び
が
い
か
に
大
き
い
か
お
わ
か
り
い

た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
み
な
さ
ん
の
納
め
る

国
保
税
が
な
け
れ
ば
、
高
萩
市
の
国

保
は
運
営
し
て
い
け
ま
せ
ん
。

国
保
税
を
納
め
る
こ
と
は
、
み
な

さ
ん
の
義
務
で
す
。
納
期
限
ま
で
に

は
納
め
る
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

玉

1
ガ
は
、
労
災
保
険
な
ど
に
よ
っ
て
治
療

費
が
負
扣
さ
れ
ま
す
の
で
、
健
康
保
険

診
療
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
か
ら
ご

注
意
を
。

☆
休
日
や
深
夜
、
早
朝
な
ど
、
診
療

時
間
外
に
み
て
も
ら
う
と
、
規
定
料
金

以
外
に
時
間
外
医
療
鋤
が
川
算
さ
れ
ま

す
の
で
、
な
る
べ
く
時
間
内
に
診
療
を

受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

☆
医
帥
の
適
正
な
処
世
以
外
に
注
射

や
薬
を
要
求
す
る
の
は
、
医
療
費
の
負

扣
蛸
ば
か
り
て
な
く
、
医
師
と
患
者
の

信
軸
関
係
に
も
マ
イ
ナ
ス
と
な
り
ま
す

か
ら
、
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

☆
病
院
を
転
々
と
す
る
の
は
、
一
貫

し
た
治
療
が
受
け
ら
れ
な
い
た
め
に
、

か
え
っ
て
回
復
を
遅
ら
せ
る
こ
と
に
も

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
い
っ
た
ん
通
院
を

Ⅱ
■
８
０
０
Ⅲ
Ⅱ
１
■
Ｉ
Ｆ
Ⅱ
即
１
１
１
Ⅱ
１
１
１
Ⅲ
Ⅳ
Ｉ
Ｉ
Ｊ
Ⅱ
■
１
１
凸

ー

－－一 －

始
め
た
ら
、
不
明
な
点
は
よ
く
た
ず

ね
る
な
ど
し
て
、
医
師
と
の
信
頼
関
係

を
深
め
な
が
ら
、
摘
療
に
努
め
ま
し
よ

『
７
。

☆
交
通
事
故
な
ど
で
保
険
診
療
を
受

け
た
と
き
は
、
す
ぐ
社
会
保
険
事
務
所

に
届
け
て
く
だ
さ
い
。
医
療
費
は
加
害

者
の
負
担
に
な
り
ま
す
。

☆
退
職
し
た
と
き
は
、
直
ち
に
保
険

証
を
事
業
主
に
返
し
て
く
だ
さ
い
。

善
意
あ
り
か
と
う

○
県
北
マ
ス
タ
ー
ズ
会

一
五
、
七
五
六
円

○
笹
川
ク
ニ
子
さ
ん
Ｉ
高
戸

衣
類
四
十
七
点

○
菅
野
利
雄
さ
ん
１
本
町

二
○
三
、
二
一
○
円

○
荻
沼
秀
造
さ
ん
Ｉ
春
日
町

一
○
、
○
○
○
円

○
匿
名

二
、
○
○
五
円

〔
胸
‐
塵
乾
半
叫
腿

電話番号が

かわりました

日立社会保険事務所の電記

番号が3月16日からかわ'）

ました。

0294

（24） 2121

（代表）
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一

Z雲園闘油煙 － 、
、
Ⅱ
ｖ
Ａ
Ⅲ
Ⅱ
Ｙ
ｈ
Ⅱ
Ｖ
■
ｎ
Ⅲ

一
一

州
▽
４
月
か
ら
毎
週
月
曜
日
の
「
い
岫

仙
は
ら
き
新
聞
」
で
、
市
の
行
事
州

吋
や
催
し
を
禍
戦
し
て
い
ま
す
。
州

岫
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

0
1

1－

泊めてみません力、

－外国人の留学生「
自
分
の
健
康
増
進
の
た
め
祉刷

走
っ
て
る
ん
で
す
。
八
百
と
、
仙

千
五
百
が
得
意
種
目
だ
っ
た
け
》

挫
竿
・
回
．
調
峰
圃
蓉
諦
刺
嘩
岨
手
叩
一

る
長
岐
治
雄
（
三
十
二
歳
）
さ
ん
に皿

長
岐
さ
ん
は
、
市
内
に
勤
務
岬

し
て
い
る
会
社
員
。
市
の
マ
ラ
ー

ソ
ン
実
行
委
員
で
も
あ
る
。
戸

さ
る
三
月
一
日
、
第
一
回
筑
一

波
学
園
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
、
八
輻

元'二
屍ち ’ |r民のみなさん、外国人留学生を民泊

させて楽しい親善交流を自分の家庭で､行

ってみません力･･

これは、市か学校や各種団体の協力を

お願いして毎年「高萩国際交流の集い」

を行っているもので、各家庭に外国人留

学生を民泊させ、家族か楽しく親善交流

をはかることをねらいとLています。

希一望する家庭は、次の民泊の条件をご

瑚解のうえ、 ご協力ください。

○･ ･…･高秋国際交流の集い. ､ - - . ･○

紫とき ： 5月3に1 ． 4日 ・ 5日

（4日が雌泊）

栄外{工|人留学生は、アメリカ ・ ヨー

ロ、ソノぐ、アジア各国の人たちで、

日本にきて日本語の勉踵をし、 日

本詔の日常会諦ができる学生がほ

とんどで､す。

＊一術泊料は、無料（ボランティアサ

ービス）でお廟いすることになり
幸二一

手，。

＊一食事は普段の家庭料理で結描で

す。用意する食事は、 5月4日の

昼食、 夕食、 5月5日の朝食、昼

食の4 1口lです。

詫希望する家庭には、後日説明会を

｜刑きます。

○一希望す~る家庭は、 4月27日 （月）

までに数育委員会社会数育課（壷

③1131）へお申し出くだきい･

噂

、

力

筑波マラソンで
みごと5位入賞

長岐治雄さん

_uⅡ ､が師.……"銑"…………

て
ら
れ
た
新
し
い
体
育
館
で
行
わ
れ
、

新
し
い
体
育
館
で
父
兄
や
関
係
者
が
出
附
。

校
歌
を
作
成
し
た
田
山
力
松
さ
ん
、

君
田
小
の
校
歌
発
表
会
額
賀
松
吉
さ
ん
に
感
謝
状
を
贈
っ
た
あ

と
、
全
児
童
が
短
期
間
に
習
っ
た
校
歌

さ
る
３
月
７
日
、
君
田
小
学
校
で
、
を
元
虹
よ
く
合
川
披
ろ
う
。
高
萩
中
生

校
歌
被
ろ
う
発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
徒
の
友
情
出
油
も
あ
り
熱
心
に
聞
き
い

発
表
会
は
、
君
中
と
君
小
の
間
に
建
っ
て
い
ま
し
た
。

ー

|スポーツの案内’
今年も市内の中学校3校の協力で｡、市

＝

三

三 l亡のみなぎんのスポー､ソの場として、学
三

三校体育館を附放することになりました。
＝

＝ 「 |｣氏のみなきん、体ノJづく ’）の場とL
＝

＝ てご利JHLてください。

三 ○一|荊放の日どり
商恢中学校…･毎週木曜日

＝

三

三
松岡・ ギ火山中学校． ． -毎週水曜日＝

＝

＝ 時間は、いずれも午後6時から9
＝

＝ Ⅱ寺まで。
三 ○利明できる繩目
＝ バスケソ トボーノし バレーボ

三

三ル ノくドミン I、ン、 卓{求（松岡

= ' i』を除く ）
三

○ 『11学生以下の利用はできま斗士ん。＝

＝

用具は、数に限I）力ざありますので＝

＝

三 ご持参ください。
三

三 親子の体操教室にと≠うぞ

三 親子健康体操教室を次の日と｡ '）て開き
三 ます°
二

三 この磯会に親子で､健康づく ’ノをしてみ
二

三 ては、いか力ざですか。
三

三 茨一とき ： 5月11日（月） ・ 13日（水） ‐
:＝

三 15日 （金） ・ 19日 （火） ．
:＝

三 21日 （木） ．26日 （火） ．
三

三 28日 （木）の7日間。
三 時間は、 し、ずれも午前9時
:＝

三 30分からI正午まで･で､す｡:＝

二 ＊－ところ：市民体育館
＝；

二 ＊一対象：母と了（子は3歳から5歳
＝二

三 まで日三

三 ＊一人員： 20組（40名）
ﾆー

ニ ＊参ﾉ叩料：母と子で500円（傷害保
:＝

険が含まオしています｡）
二＝

三

三 裳巾し込みのI」と÷ 'ノ
ー＝

三 4月22日 （水）から5月7
二

日 （木） までで･す。ニー

ニー

三 早おきしてサイクリングはいかが
二 早朝おはようサイクリング教室を開き
三

三 ます。ふるって二､参加ください。
目＝

二 夫一とき ： 5月3日 （日）から9月20

三 日（日）までの､毎月館，‐第3
三 日曜日で、午前6時から7
三

三 「I寺まで､の1H寺間。
三 夫一コース：市民体育館前スタ トで
目＝

三 市内一円。
ﾆー

ー ＊ A寸象： ′j､学4年生以上。
巴三

三 詫一人員二 30名
二＝

三 茨一参加費： ，j、 ・中学生500円、高校
二＝

三 生以上800円。
三

二 ＊申し込みのEIど'） ： 4月28日まで。

＝ 函体育館開放などの行事は、いずれ
も市民体育館（壷③2552）へお問い
合わせくだきい･

親
子
な
わ
と
び
会

２
７
９
名
が
参
加

さ
る
３
月
１
日
、
高
萩
小
学
校
体
育

館
で
な
わ
と
び
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
市
子
連
高
萩
支
部
が

開
い
た
も
の
で
、
団
体
、
個
人
の
部
に

わ
け
一
分
間
に
と
び
続
け
る
技
を
競
い

合
っ
た
も
の
で
、
加
入
チ
ー
ム
の
長
な

わ
と
び
な
ど
親
子
２
７
９
名
が
参
加
し

て
地
区
↓
↓
〆
）
会
の
交
流
を
し
ま
し
た
。

日
舞
会
に

県
か
ら
ば
ら
賞

高
萩
日
舞
会
（
代
表
丹
た
ま
さ
ん
）

が
弱
年
度
県
の
ば
ら
賞
を
受
け
ま
し
た
。

日
舞
会
は
、
老
人
ホ
ー
ム
、
ひ
と
り

暮
ら
し
な
ど
の
お
年
寄
り
を
招
待
し
て

舞
踊
会
を
開
い
た
り
、
敬
老
会
行
事
に

協
力
を
す
る
な
ど
、
素
人
芸
の
良
さ
を

社
会
桶
祉
の
た
め
い
か
し
て
い
ま
す
．



』

価

乱

計

帷

蛙

毒

鋤

羽

卦

幟

い

い

一

一

一
入
賞
し
た
。

一

手

澆

虐

か

蜂

蛙

齪

帥

砂

腓

霊

權

一
一一

蝉
》
七
年
連
続
出
場
し
、
七
回
区
間
一

価
賞
を
獲
得
し
て
い
る
￥
ヘ
テ
ラ
ン
。
一一

一

こ
の
ほ
か
、
市
民
駅
伝
、
勝

細
田
マ
ラ
ソ
ン
、
塩
原
湯
け
む
り

』
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
他
の
大
会
出
場

Ⅲ》
も
杉
野
●
マ
ラ
ソ
ン
で
は
六
回

》
缶
鯏
Ｆ
泡
一
珂
荘
圭
酎
一

戸
出
場
．
第
一
ｕ
か
ら
四
ｕ
連
続

今
総
〈
確
鋤
峠
化
惟
尋
確
岬
係
上

斜
冒
竈
ゞ

一
…

「
現
在
は
フ
ォ
ー
ク
ギ
タ
ー
ク
ラ
ブ

に
入
っ
て
い
ま
す
。
練
習
は
週
一
回
な

の
で
、
練
習
日
が
待
ち
ど
お
し
い
で
す

よ
ど
と
語
る
知
久
ゆ
う
子
（
加
歳
）
さ

ん
。

知
久
さ
ん
は
、
昨
年
の
４
月
か
ら
勤

野
外
に
で
か
け
た
り

友
達
が
多
く
楽
し
い

好
評
で
し
た

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

の
発
表
会

労
青
少
年
ホ
ー
ム
を
利
用
し
て
い
る
。

「
は
じ
め
は
、
料
理
教
室
に
参
加
し

ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
料
理
が
お
ぼ
え

ら
れ
て
楽
し
か
つ
た
で
す
よ
。
そ
れ
に
、

昨
年
の
５
月
に
は
ホ
ー
ム
の
利
用
者
友

の
会
に
も
入
り
ま
し
た
凶

「
友
の
会
入
会
の
き
っ
か
け
は
、
神

峰
山
ハ
イ
キ
ン
グ
に
友
の
会
の
み
な
さ

ん
と
参
加
し
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
、
こ

の
よ
う
な
楽
し
い
会
な
ら
友
達
も
た
く

３
月
晦
日
に
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で

は
、
各
種
教
室
や
ク
ラ
ブ
”
発
表
会
か

行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
茶
道
や
岩
付
教
室
の
み
な

さ
ん
か
日
ご
ろ
の
腕
削
を
発
揮
。
お
畳
に

は
料
理
教
室
の
み
な
さ
ん
か
腕
を
ふ
る

っ
た
お
い
し
い
昼
食
も
用
意
さ
れ
ま
し

菓
子
を
作
っ
た
り
、
い
ま
は
ス
キ
ー
・

ス
ケ
ー
ト
で
汗
を
流
し
て
い
ま
す
酉

「
ホ
ー
ム
に
は
体
育
館
が
あ
る
ん
で

す
か
ら
、
若
い
方
が
も
っ
と
積
極
的

に
利
用
し
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
よ
凶

と
、
楽
し
そ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
Ｌ

た
。 さ

ん
て
き
る

し
」
田
心
い
キ
ュ
ー
し

て
入
今
云
－
）
ま

し
た
〕「

趣
味
で

一
述
韓
、
ノ

↓
す
，
刀
７
？
上
北

『
）

た
．

ま
た
、
華
道
や
書
道
数
室
の
み
な
さ

ん
の
す
ば
ら
し
い
力
作
も
会
場
の
目
を

ひ
い
て
い
ま
し
た
。
体
育
室
で
は
体
力

測
定
や
ダ
ン
ス
、
ギ
タ
ー
ク
ラ
ブ
の
発

表
が
あ
り
、
楽
し
い
一
日
を
す
ご
し
ま

し
た
。

…
１
口

社交ダンスをしよう

市文化クラブダンス部で募集

市文化クラブ季ダ､ンス部では、社 交夕･ンスの

部員を募集しています。

ダンスの練習日は、毎週木曜日の午後6時

30分から9時までで、中央公民館で行ってい

ます。

現在、参力I｣している部員は、 20代から50代

といろいろです力ぐ、健康と社交性を身につけ

るいい嬢会だと思います。

種目は、 ワル､ｿ、 タンゴ、ヲ÷ノレ スなどで･

会費は、 月500円。入部する方は、直接会場

で申し込んでください。

とくに、男‘I生の入部を望んでいます。 文 会館化
●文学座公演

「ハロルドとモード」

5月14日午後6時開演

A席2,000円B席1,000円

作＝コリン ・ヒギンズ

演出＝加藤新吉

出演者＝長岡輝子・三津田健

稲野和子ほか

錨辮“よい席はお早めに

－田所書店・仲屋プレイガイ ’
鐸

書店・ タクト楽器

文化会館

卜I〃
先しグソ ．

お問い合わせ市文化会館盃(37411

(9)
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目
の
不
自
由
な
人
に
限
ら
ず
、
障
害

を
持
っ
て
い
る
人
の
お
手
伝
い
を
す
る

場
合
は
、
緊
急
な
場
合
を
除
い
て
申
し

出
て
か
ら
行
い
ま
し
ょ
う
。

善
意
の
押
し
つ
け
に
な
ら
な
い
よ
う

に
、
相
手
の
希
望
な
ど
を
よ
く
確
認
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
障
害
を
持
つ
人

に
と
っ
て
は
、
何
で
も
さ
れ
る
、
い
わ

ゆ
る
お
せ
っ
か
い
よ
り
、
そ
れ
と
な
く

見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
方
か
あ
り
が
た

い
場
合
か
多
い
の
で
す
。

道
な
ど
を
聞
か
れ
た
場
合

▽
こ
れ
、
そ
れ
、
あ
れ
…
・
な
ど
の
指

示
代
名
詞
は
使
わ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

方
角
や
場
所
を
数
え
て
あ
げ
る
と
き

は
、
前
・
後
、
左
・
右
、
卜
・
下
や
何

綴
か
ら
交
通
ル
ー

鱒
』

一
障
害
者
と
と
も
に
②
一

一》

ｒ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
ｉ

可
十
俄
吟
の
い
る
一 麓蕊
一
家
庭
で
は
、
ふ
だ
ん

ゞ
を
よ
く
教
え
る
と
と

』
鞘

！

Ｉ

‐

１

日

‐

！

型

幸
・
お
母
さ
ん
へ
》
豊
茅
鷲
撃
蕊
蔓
ゞ

蕊
登
校
前
は
凝
蕊
蕊
蕊
簿
蕊

〆
蕊
ゆ
と
り
を
も
っ
て
》
溝

も
に
、
朝
、
学
校
に
送
り
出
す
と
き
は

次
の
点
に
十
分
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

◎
出
か
け
る
と
き
に
し
か
ら
な
い

◎
忘
れ
も
の
を
さ
せ
な
い

◎
通
学
時
間
に
ゆ
と
り
を
も
た
せ
る

子
供
は
、
し
か
ら
れ
る
と
そ
の
こ
と

で
蝋
が
い
つ
ぱ
い
に
な
り
、
川
州
の
状

況
が
目
に
入
ら
な
く
な
り
ま
す
。

歩
・
何
メ
ー
ト
ル
な
ど
具
体
的
に
教
え

て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

▽
案
内
す
る
と
き
は
、
白
い
杖
の
反
対

側
に
立
ち
、
腕
を
貴
す
な
ど
し
て
、

半
歩
前
を
歩
調
を
そ
ろ
え
て
歩
い
て

く
だ
さ
い
。

白
い
杖
は
、
目
の
不
自
由
な
人
の
目

で
す
か
ら
、
そ
れ
を
妨
げ
る
よ
う
な
行

動
は
避
け
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
腕
を

貸
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
な
た
の
動
き

か
よ
く
わ
か
り
、
目
が
不
自
由
で
も
安

全
に
歩
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

電
車
や
バ
ス
の
乗
り
降
り
の
場
合

▽
急
が
せ
た
り
せ
ず
、
待
つ
思
い
や
り

を目
の
不
凹
由
な
人
は
、
‐
》
り
降
り
に

目
の
不
自
由
な
人
蕊

わ
か
り
や
す
く

具
体
的
に
案
内

理
無
料
の
法
律
相
談

》
と
き
・
４
川
岨
日
午
前
加
時
か
ら
噸

》
と
こ
ろ
・
巾
中
央
公
民
館

霊
▽
不
動
産
・
斬
築
・
訴
訟
な
ど
唖
岬

興
隅
順
順
脹
脹
雁
催
順
順
鵬
嘘
蕊
緊
、
鵬
隅
隅
順
旧
帷
順
隅
鵬
鵬
牒
龍
燭
撤

時
間
か
か
か
り
ま
す
。
無
理
に
急
が
せ

た
り
せ
ず
、
待
つ
思
い
や
り
が
必
要
で

一
○

＃

自
動
車
に
乗
る
と
き
は
、
頭
な
ど
を

打
た
な
い
よ
う
に
、
ド
ア
と
屋
根
に
手

を
添
え
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

。
ハ
ス
の
乗
り
降
り
で
は
、
手
を
と
っ

て
案
内
す
る
よ
り
も
、
ド
ア
の
入
り
口

や
ス
テ
ッ
プ
な
ど
寄
り
所
と
な
る
も
の

を
教
え
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

お
茶
や
食
事
を
共
に
す
る
場
合

▽
い
す
な
ど
に
案
内
す
る
と
き

い
す
の
背
も
た
れ
に
、
ち
ょ
っ
と
触

れ
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
い
す
の
位
置
と

方
向
が
わ
か
れ
ば
、
｜
人
で
も
か
け
ら

れ
ま
す
。

▽
食
器
な
ど
の
位
置
を
教
え
る
と
き

時
計
の
文
字
盤
を
例
に
と
り
、
た
と

え
ば
三
時
の
と
こ
ろ
に
ス
ー
プ
が
あ
り

ま
す
な
ど
と
其
体
的
に
言
う
と
よ
く
わ

か
り
ま
す
。

ま
た
、
時
間
に
ゆ
と
り
が
な
か
一
ゞ
た

り
、
忘
れ
も
の
を
し
て
途
中
か
ら
引
き

返
し
た
り
す
る
と
、
非
常
に
あ
わ
て
る

た
め
注
意
力
が
散
漫
に
な
り
、
事
故
の

も
と
に
な
り
ま
す
か
ら
注
意
し
ま
し
よ

『
７
０

花
貰
渓
谷
の
小
滝
沢
キ
ャ
ン
プ
場
の

だ
れ
も
が
ふ
み
あ
ら
す
あ
た
り
に
、
「
キ

ク
ザ
キ
｜
リ
ン
ゾ
ウ
」
が
咲
く
。
そ
れ

を
教
え
ら
れ
た
時
は
、
高
山
植
物
み
た

い
で
、
端
正
な
美
し
い
野
草
だ
な
と
感

心
す
る
。

そ
れ
が
テ
レ
ビ
で
、
「
新
日
本
紀
行
」

〃
尾
瀬
の
春
〃
な
ど
で
大
写
し
に
な
り
、

下
へ
文
字
が
出
る
と
、
感
動
か
ひ
と
し
お

に
な
る
。
よ
く
花
を
覚
え
、
親
し
さ
を

増
す
ｌ
自
然
観
察
の
大
き
な
収
穫
で

あ
る
。話

を
も
と
に
も
ど
そ
う
。

い
ま
、
会
で
は
こ
こ
二
年
ば
か
り
の

連
動
を
反
省
し
て
、
生
ま
れ
か
わ
ろ
う
と

し
て
い
る
。

一
年
の
実
汀
汁
川
を
た
て
て
も
、
一

軸
鞭
鈍
即
矧
解
舜
恵
ま
れ
て
剛
黙
か
ら

字
人
だ
も
の
は
数
知
れ
な
い
。

⑲若
者
の
力
で
夫

二三

自
然
を
観
察
し
、
愛

し
、
自
然
か
ら
の
恵
み

を
拙
喫
し
た
い
そ

う
い
う
目
的
の
も
と
に
、

わ
れ
わ
れ
は
、
組
織
を

も
っ
た
。

高
萩
市
刷
然
を
愛
す

る
友
の
会
は
、
川
来
て

か
ら
五
か
年
の
歳
月
が

過
ぎ
た
。
指
導
者
に
も

会
の
再
建
を
祈
っ
て

部
し
か
実
行
し
な
い
。
会
費
を
集
め
よ

う
と
し
な
け
れ
ば
、
サ
ー
ビ
ス
も
し
な

い
…
と
い
っ
た
不
手
際
が
目
立
っ
た
。

今
の
若
い
人
び
と
が
、
こ
れ
で
は
だ
め

だ
、
つ
ぶ
れ
て
し
ま
う
、
再
建
だ
と
、

張
り
切
り
出
し
た
。

再
建
案
の
一
つ
と
し
て
、
事
務
局
の

仕
事
を
、
市
に
依
存
し
て
い
た
こ
と
か

ら
脱
け
る
こ
と
に
し
た
。

ま
た
、
あ
ら
た
め
て
、
会
員
を
募
集

し
、
役
員
は
職
務
分
掌
を
は
っ
き
り
し

て
実
行
す
る
こ
と
に
し
た
。

会
費
は
、
年
額
費
千
五
百
円
で
、
会

で
は
、
入
会
を
す
す
め
て
い
る
。

連
絡
先
、
高
萩
市
高
萩
四
七
四

沼
田
保

電
（
二
）
二
五
四
一

（
高
萩
市
自
然
を
愛
す
る
友
の
会
）

キクザキイチリンソウ

(1り



号
、
吻
喫
（
奉
諄

３

９

誕
久
、
く
過
ｊ

灌
誇
梱
語

ぎ
々
Ⅱ
丁

は
Ｆ
０
Ｕ
介
哩
，
妙
五

か
」
１

肱
ム
叩
浜

稗
げ
に
，
㈱
赤

日誌
寛
正
五
年
（
一
四
六
三
）
の
記
事
に

４
「
法
匠
番
匠
父
」
と
あ
る
。
「
法
匠
」

畔
の
法
名
を
つ
け
ら
れ
た
番
匠
の
父
親
が

５和
死
亡
し
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
「
法

召剖
匠
」
の
「
匠
」
は
、
番
匠
か
ら
と
っ
た

誇
も
の
な
の
で
、
番
匠
の
父
親
も
生
前
は

番
匠
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま

り
、
番
匠
の
職
業
が
世
襲
さ
れ
て
い
た

同

…

｡、

検
察
官
の
仕
事
に
国
此
の
常
識
的
な
怠

審
査
員
に
鈴
木
七
郎
さ
ん
人
の
た
め
に
検
察
審
査
会
が
あ
り
ま
す
。
見
を
反
映
さ
せ
る
目
的
で
設
け
ら
れ
て

鈴
木
さ
ん
は
、
検
察
審
査
会
と
は
い
ま
す
。

窯
誠
謹
聴

検
察
審
査
会
の
仕
起
訴
処
分
）
の
よ
し
あ
し
を
審
査
す
る
が
、
選
挙
人
名
簿
を
も
と
に
、
く
じ
で

串
型
Ⅱ
常
貼

串

事
を
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
の
を
主
な
仕
事
と
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
検
察
審
査
員
の
候
袖
者
を
き
め
ま
す
。

交
通
事
故
、
詐
欺
や
お
ど
し
な
ど
、
し
た
が
っ
て
、
起
訴
す
る
の
が
相
当
次
に
、
そ
の
中
か
ら
検
察
蒋
介
会
事

。
●

犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
た
の
に
「
検
察
官
と
思
わ
れ
る
事
件
を
検
察
官
が
不
起
訴
務
吋
が
脚
び
く
じ
で
検
察
群
作
員
を
き

が
犯
人
を
裁
判
に
か
け
て
く
れ
な
い
ぜ
に
し
て
し
ま
っ
た
ら
、
犯
人
を
処
罰
す
め
ま
す
。

ま
た
、
汚
職
な
ど
社
会
の
耳
目
を
ひ
る
こ
と
か
で
き
な
い
と
い
う
不
合
理
な
審
査
は
ど
の
よ
う
な
方
法
で
行
わ
れ

い
た
重
大
な
事
件
を
「
検
察
官
が
起
訴
こ
と
に
な
り
ま
す
。
る
か

し
な
か
っ
た
の
は
、
ど
う
も
納
得
で
き
そ
の
た
め
、
犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
た
検
察
審
査
会
で
は
、
十
一
人
の
検
察

な
樫
Ｉ
そ
う
い
う
不
満
の
あ
る
人
な
ど
の
申
し
立
て
、
ま
た
、
申
し
立
審
査
員
全
員
が
出
席
す
る
審
査
会
讓
を

一

一

一

一一一

一

一一

一

一一

一一

一

一

一

一

一

一

三

一

三

一

一

三

一

一

一

三

一

一

こ
一

一

一

一

三

一

一

一

一

一

一

三

三

一

一
三
一

一

一

一

一
一
三

一

一一

一

一

丈
帳
ゞ
”
雪
雲
而
三
：
誕
舗
ゞ
蕊
諸
蕊
誰
燕

去

もり

も
、
「
善
匠
番
匠
新
左
衛
門
十
、
る
．

喫
巌
愚
溜
虻
汎
」
鍬
星
菖
…
！
“
尻
：
陳
…
ど
一
言
Ⅶ
霞
Ⅲ

現
在
で
い
え
ば
、
無
形
文
化
財
に
指
定
川

さ
れ
る
よ
う
な
技
術
者
だ
っ
た
の
で
あ
ｉ

こ
れ
ら
の
帯
匠
た
ち
は
、
ど
こ
に
届
川

検
察
審
杳
会
の

し
く
み
と
はれ

た
こ
の
番
匠
は
、
「
善
匠
」
の
法
橘
か
も
知
れ
な
い
。

を
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、
大
層
腕
の
槌
や
ノ
ミ
の
音
が

よ
い
大
工
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
き
渡
っ
た
こ
と
で

た
ら

’

）
て
か
な
く
て
も
検
察
審
査
会
が
事
件
を

ン■

｢七十一番歌合｣にみえる壁塗

化
し
、
ど
ん
な
建
物
を
作
っ
た
の
で
あ
Ⅲ川

ろ
う
か
。
ま
ず
、
寺
院
や
神
社
の
建
築
‐

に
腕
を
縦
る
っ
た
こ
と
か
考
え
ら
れ
る
。
川

安
良
川
八
幡
宮
の
永
正
十
三
年
二
五
川

一
六
）
九
月
四
日
の
造
営
棟
札
に
、
「
大
川

塚
藤
原
朝
臣
降
成
、
同
榛
原
朝
臣
常
成
」
川

と
あ
る
の
で
、
こ
の
と
き
領
主
の
大
塚
川

氏
に
呼
ば
れ
た
若
き
日
の
番
匠
新
左
衛
‐

門
も
、
精
魂
こ
め
て
造
営
に
参
加
し
た
川

か
も
知
れ
な
い
。
番
匠
た
ち
の
振
る
う
川

仙
や
ノ
ミ
の
音
が
、
安
良
川
の
森
に
紳
川

き
渡
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

収
り
あ
げ
て
、
番
森
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。検

察
群
流
会
制
度
は
、
こ
の
大
切
な

小
作
料
の
統
制
が
廃
止

小
作
料
統
制
制
度
は
、
昭
和
四
十
五

年
十
月
一
Ｒ
の
農
地
法
改
正
に
よ
り
廃

止
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
時
点
で
、
小

作
地
で
あ
っ
た
農
地
に
つ
い
て
は
、
借

り
手
農
家
の
維
営
に
急
激
な
変
化
を
あ

た
え
な
い
よ
う
に
と
卜
年
間
、
従
来
の

小
作
料
で
契
約
が
存
続
す
る
よ
う
き
め

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
期
限
が
昨

年
の
九
月
三
十
日
で
切
れ
ま
し
た
。

農
地
賃
借
は

標
準
小
作
料
を
参
考
に

し
た
が
っ
て
、
昨
年
の
十
月
一
日
以

降
、
小
作
料
の
額
は
、
貸
し
手
、
借
り

手
の
川
で
協
議
し
定
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
こ
の
場
合
農
業
委
員
会
の
定

め
た
楪
唯
小
作
料
を
参
考
に
き
め
る
こ

開
い
て
↑
腰
の
記
録
を
調
べ
た
り
、

必
要
に
応
じ
て
肚
人
を
呼
ん
だ
り
、
実

地
兄
分
を
し
た
り
し
て
、
検
察
官
の
不

起
昨
処
分
の
よ
し
あ
し
を
慎
重
に
審
介

し
ま
す
。

審
査
の
申
し
立
て
を
す
る
に
は

審
在
、
申
し
立
て
を
す
る
に
は
難

し
い
手
続
き
も
あ
り
ま
せ
ん
し
、
｜
切

費
用
も
か
か
り
ま
せ
ん
。
会
議
は
非
公

農
地
の
小
作
料

貸
し
借
り
は

協
議
で
決
め
る

開
で
す
か
ら
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
て

い
ま
す
。

Ｉ
ｌ
ｌ
ｏ
ｌ

申
し
立
て
の
手
続
き
や
検
察
審
査
会

の
こ
と
に
つ
い
て
、
く
わ
し
く
知
り
た

い
方
は
、
水
戸
検
察
審
査
会
事
務
局
ｌ

水
戸
市
大
町
一
’
’

三
八
号
、
水
戸

地
方
裁
判
所
内
（
電
水
戸
二
四
’
○
○

一
三
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

‐
ｆ
６
Ｉ
ｆ
↓
’
○
Ｉ
ｆ
ｆ
Ｏ
↓
Ｉ
７
Ａ
Ｙ
４
ｒ
６
叩

叩
Ⅱ
Ⅱ
小

叩

小
皿

い

叩

叩
Ⅱ
山
北

叩
伽
Ⅱ
Ⅱ
小
叩

と
に
な
り
ま
す
。

農
業
委
貝
会
で
は
、
標
準
小
作
料
協

縦
会
の
恵
児
を
参
考
に
、
委
員
会
総
会

で
別
表
の
と
お
り
楪
雄
小
作
料
を
定
め

ま
し
た
の
で
、
小
作
契
約
の
参
考
に
さ

れ
る
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
農
業
委
員
会
串

稀
局
（
電
⑤
二
一
三
内
線
二
五
二
）

へ
お
問
い
あ
わ
せ
く
だ
さ
い
。

レーイニ｣､作料の標準額 側

’ 円０
０
０

０
０
０

０
０
０

泌

犯

四

中 水怖共済ﾉ,"f収吊442kR
' 1' 1

|く

特

’

特 16,000 低収穫地

上 ０
０
０

０
０
０

０
０
０

０
８
６

１

klllklIl 中 階､収量2Nkg+小麦収量330kg

卜

(1 1）



チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
使
用
し
て
伐
木
・

造
材
の
仕
事
を
さ
れ
る
方
は
、
労
働
安

全
衛
生
法
に
よ
り
特
別
教
育
を
受
け
る

こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

呼

次
に
よ
り
特
別
教
育
を
行
い
ま
す
の

で
受
講
し
て
く
だ
さ
↓

．
、
Ｏ

○
申
し
込
み
期
限

５
月
別
日
ま
で

○
申
し
込
み
先

林
業
労
働
災
害
防
止
協
会
茨
城

支
部
Ⅱ
〒
３
１
０
水
戸
市
三
の

丸
１
１
３

２
（
林
業
会
館
内
）

（
壷
０
２
９
２
⑳
３
３
５
６
）

チ
エ
ー
ン
ソ
ー
の

特
別
教
育
に
ど
う
ぞ

○
会
場
と
日
ど
り
似
腱
所
て
行
一
↑

７
～
８
月
を
予
定
。
申
し
込
み
４
Ｈ
１
日
か
ら
》

者
へ
直
接
連
絡
。
衛
生
検
査
セ
ン

○
申
し
込
み
方
法
で
行
う
こ
と
に

林
業
指
導
所
か
市
役
所
農
林
課
た
だ
し
、
検

の
窓
口
に
あ
る
「
申
し
込
み
書
」
付
け
は
、
次
の

に
必
要
な
こ
と
か
ら
を
記
入
し
行
い
ま
す
。

‐
て
、
写
真
２
枚
（
タ
テ
３
．
５
○
受
け
付
け
の

セ
ン
チ
、
ョ
．
２
．
５
セ
ン
チ
）
毎
週
月
曜

を
添
え
て
申
し
込
み
の
こ
と
。
時
と
午
後

○
受
講
終
了
者
に
は
、
チ
ェ
ー
ン
ゾ
ー
○
手
数
料

使
用
手
帳
が
交
付
き
れ
ま
す
。
理
化
学
検一

件

一
井
戸
水
の
》
“
言
岨
言
言
言
臺
宣
言
言
言
言
薑
皇

水
質
検
査
一
》
世
》
「

芦

ｊ
１
１
Ｊ
ｑ
Ｉ
１
〃
Ｌ
も
毎
’
１

４
Ｌ
Ｉ
ｌ
４
、
１

Ｊ
ｑ
ｌ
毎
、
、

井
戸
水
の
水
質
検
査
は
、
今
ま
で
奪
蕊
”
》
税

三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
二
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
一
獄
ら
一
一
納

川
蕊
鍵
平
舞
亜
の

川
蕊
し
》
》
月

籔
謬
Ⅱ
．
・
・
・
．
．
．
‐
・
・
・
．
４

認
壷
諦
唯
尋
濡
‐
》
一
蹴
一
一

嵐
。今

溌
、
ｌ
・
↑
．
．
．
．
ｒ
１

値
節
萩
、
晩
藤
川
‐
・

生

季

高

り

、

伊

川

一

訓
勤壼

．
剴
景
噸

Ｌ
薑に
巨
三
一

蘇
の
、
た
は

物
桜
が
あ
桜
文
川

か
な
ら
竺

万
て
い
の
山
と
川

、
し
な
野
の
絵
川

び
そ
少
和
谷
三
歳
児

ｉ

伸
、
は
や
溪

分
桃
所
学
員

大
は
名
中
花
Ⅲ
お
子
さ
ん
は

も
に
の
山
や
。
川
で
す
か
。

脚
と
花
秋
台
る
川

日
あ
は
は
上
あ
川
三
つ
子
の
魂

見
ざ
魎
唖
三
一
コ
鉦
州
れ
て
い
る
よ
う

週
。
市
山
な
眺
川
三
歳
児
期
は
、

花
掛
誇
需
耐
砺
吟
る
錘
諏
帷
織
咽

舂
て
滝
を
る
‐
三
股
児
健
康
診

川
す
す
ん
で
雌
診

）○

保
健
所
で
行
っ

戸

肥

塁

三

こ

三

三

二

ビ

三
つ
子
の
魂

か
な
ら
ず 訓 て

い
ま
し
た
か
、
弱
年
細
菌
検
査

４
Ｈ
１
日
か
ら
茨
城
県
薬
剤
師
会
公
衆
一
件
１
５
０
０
円

衛
生
検
査
セ
ン
タ
ー
（
水
戸
巾
千
波
町
）
○
採
水
の
容
器

で
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
理
化
学
検
査

た
だ
し
、
検
査
す
る
丼
一
戸
水
の
受
け
一
升
び
ん
（
酒
の
び
ん
か
よ
せ、ｂ

付
け
は
、
次
の
と
お
り
高
萩
保
健
所
で
い
）
で
一
本
Ⅱ矢

行
い
ま
す
。
細
菌
検
査
お

○
受
け
付
け
の
日
ど
り
保
健
所
で
貸
し
出
し
た
細
菌
露

毎
週
月
曜
日
の
午
前
９
時
か
ら
Ⅱ
検
在
用
容
器
（
熈
料
）
に
８
診

時
と
午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で
分
目
。

曜

○
手
数
料
く
‐
わ
し
い
こ
と
は
、
開
戦
保
他
所
衛
蝸

理
化
学
検
査
生
課
忌
②
２
６
２
８
）
へ
ど
う
ぞ
。
月５

｜
件
１
５
０
０
円

両

訶

二

利

」

盾

ｒ

ョ

川

型

Ⅲ

二

に

ｌ

｝

山

価

』

Ｆ
ｌ

呵

三

、

『

当

百‐

百
ま
で
も

と
い
わ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
幼
児
期
、
と
く
に

三
歳
児
期
は
、
心
や
体
の
基
礎
の
で
き

る
大
切
な
時
期
で
す
”

高
萩
保
健
所
で
は
、
下
表
の
と
お
り

三
股
児
健
康
診
査
を
行
い
ま
す
の
で
、

す
す
ん
で
雌
診
を
受
け
て
、
お
ｆ
さ
ん

受
け
よ
う

三
歳
児
の
健
康
診
査

定資産税1
,li計, , ,IMI|fl･|IIIIM

固
部

１
１

じ
ょ
、
可
／
ぶ
に
お
育
ち

１
１
創

りl ll4 44

］

辰

」

引二

二

司

Ｊ

１

コ

可
Ⅲ
『

『Ⅲ

月30日椚

｜
羽
岬
加
拙
畑
一

七
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

１
２
４
６
５

詩
罐
＃
Ｆ
叶
い
什
御
差

０
９
１
６
現
く
だ
さ
い
。

世
６
０
５
９
旧
ま
だ
個
人
通
知
は
い
た
し
ま
せ
ん

し
』
５
０
５
４

‐
‘
，
，
月
の
で
、
骸
当
す
る
川
に
受
診
で
き
な
か

口
２
６
６
９
３

つ
た
場
合
に
は
、
翌
月
の
健
診
日
に
お

人
３
１
１
畔５

で
か
け
く
だ
さ
い
・

士
伊

江
男
女
雌
会
場
は
、
い
ず
れ
も
高
萩
保
健
所
で

二
・
ご
》
三
ゞ
ゞ

｜三

１

‐〆ゞ

ｊ

昌

受

け

付

け

時

間

は

、

午

後

１

時

か

ら

２

の
状
態
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
時
ま
で
の
１
時
間
で
、
毎
月
第
四
木
曜

当
日
は
、
母
子
健
康
手
帳
を
ご
持
参
日
で
す
。 3日

10日

17日

24日

17日

31日31日

三歳児の健康診査

‐ ｜ 実施年月日

○一罰4月23ヨ
5月28日

該
､Iタ

ヨ 児 ’

昭和53年
3月生ま オ
〃

4月 ノ|乳まれ

6月25日

7月23日

5月生まオ|
〃

6月生まれ
〃

7 月生まれ
〃

8月生まれ

〃

9月生まれ

8月27日

9月24日

東本町
安良川

立花 ｜壁院 ２
８
６
６

７
５

１
１

６
５

３
３

５
３
鋼
２
１
１
２

３
２
兜
３
３
２
２

１
ｊ
２
釧
到
創
別

個
め
い
０
Ｉ
ｉ
ｉ

10月22日

11月26日

暁
一
差

凸
■
’

一
に'T ニ

ノ、

〃

10月生 キナ’
一 J1ｰ

卜王町|－ 王隆院ノノ

11月生ま オ I
12月24日

大
一
大

大

和
和
一
和

町

町

町

樫村 |X |j;i

《・花

樫

｛函疋
７

Ｊ

ロ
ロ
“
、
．
幸
い
州
Ｊ

ｒ
ｌ
ｌ
卜
炉
州
叩

り１
０

卜
ｒ内

飯

〃

12H生まれ
57年1月28日

2月25日

3月25日

昭和54年
1 月生まれ

烏 医院’〃

2 月生まれ 時間は、いずれも午前9時から午後4時まで

（12）


